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概    要  
スギ花粉症発症に関連する遺伝子の同定のために、スギ花粉飛散期に鼻上皮細胞を搾過し、これらの
mRNA のプロファイルを、スギ花粉症発症者およびスギ特異的 IgE 陽性未発症者（感作陽性未発症者）、
および非アレルギー者（コントロール群）において比較検討をした。抽出した RNA サンプルを用いて
Illumina 500GX システム（イルミナ）を用いて網羅的遺伝子発現解析を行った。鼻上皮細胞ではスギ
花粉症患者群とコントロール群において、発現差が 4 倍以上かつ P < 0.05 の 18 遺伝子を同定した。そ
の中の 1 つである intelectin 1 に関して定量的 PCR で追認を行い、スギ花粉症患者が感作陽性未発症者
及びコントロール群と比べ有意に高く発現していることを確認した。免疫組織化学的染色では
intelectin1 は鼻下甲介粘膜上皮細胞に存在し、IL-4 と IL-13 によりその発現が認められることが判明
した。 






























症患者群（血清スギ特異的 IgE が CAP スコアで 2
以上かつ毎年スギ花粉飛散時期にスギ花粉症の症
状を認め、スギ花粉症と診断がされている）、感作






























から total RNA を抽出し網羅的遺伝子発現解析を
行った。鼻粘膜上皮細胞より合成した cRNA を用
い たマ イク ロア レイ は、 HumanRef-8 ver3 










た、Detection p-value を基に Flag を付加し、
p<0.01 を Present、p>0.05 を Absent とした。
Present と Absent の中間である 0.01< Detection 
p-value <0.05 は Marginal とした。BeadStudio
ソフトウェアにより出力された各サンプルのシグ
ナル値より、バックグラウンドを引いた値の解析
は 、 GeneSpring GX Software Version 10.0 





Median Shift 補正を行った。また Baseline 補正は
Baseline to median of all samples により行った。
スギ花粉症患者群とコントロール群の遺伝子発現
量が 4 倍以上の増加あるいは減少があった遺伝子
を 抽 出 し た 。 発 現 量 の 比 較 に つ い て
Mann-Whitney 検定を行い、多重比較補正は



























胞では、IL-4 と IL-13 の刺激で intelectin 1 の発
現が認められた。 
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